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○構成的グループエンカウンター 

・作業、ゲーム、討議をしながら、集団の教育力を利用して児童生徒の相互理解を深め、よ

りよい人間関係をつくる力を育成する。  

○ロールプレイ（役割演技）  

  ・いじめの加害者、被害者、観衆、傍観者などに分かれて即興的に演じることで、自分自身を

見つめ直し、他人の意見や立場を理解する態度を育成する。 

○アサーショントレーニング（非攻撃的な自己主張訓練）  

・ロールプレイや小グループでの作業や討議を通して、相手の気持ちや権利を考えながら、

自分の気持ちや意見をその場に応じて適切に表現できる力を育成する。 

○ソーシャルスキルトレーニング（生活技能訓練） 

・日常で起きる交友関係のトラブルを題材とした対人関係教育等を行うことで、児童生徒自

らが交友関係を修復できる力を身につける。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

  

 

  

    

                                                                    

   

○ 児童会・生徒会を通じて児童生徒が主体的に考え、いじめを防止する取組の推進 

○ 学校の教育活動全体を通じた道徳教育や人権教育の充実 

○ さまざまな体験活動の充実 

○ 部活動等を通して、人間関係を深めるなど社会的な態度の育成 

 

 

○ すべての教育活動を通して、児童生徒が主体的に行動し、他者の役に立っているという

自己有用感や、自分自身のよさを認め、自分は大切な存在であると思える自己肯定感の

育成 

○ 一人一人を大切にした分かりやすい授業づくりの推進 

○ 人間関係を把握し、一人一人が活躍できる場の設定 

○ 保護者同士のコミュニケーションがより図れるようなＰＴＡ活動の実施 

 

いじめは、どの学校でも、どの児童生徒にも起こりうるという認識のもと、いじめの

問題を根本的に克服するためには、いじめの未然防止が最も大切になってきます。  

また、学校におけるいじめの問題は社会全体で対応することが重要であることから、

家庭や地域が一体となって取り組んでいけるような普及啓発活動が必要です。 

 

（１）いじめについての共通理解 

（４）児童生徒の自己有用感や自己肯定感の育成 

（３）いじめが起きにくい集団の育成 

（２）いじめに向かわせない態度・能力の育成 

○ 職員会議等で教職員全体への学校の基本方針の周知 

〇「いじめ根絶強化月間」で、全校児童生徒を対象に、いじめに関する講話等の実施 

〇 年間を通じて、適宜児童生徒がいじめの問題について学ぶ時間の設定 

 

２ いじめの未然防止の取組 

－３－ 

（５）対人関係能力の育成（人間関係トレーニング） 

＊「いじめの加害者」は、教師が務めることが望ましい。 
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本人からの訴えには・・・ 

日頃から「よく言ってくれたね。」という教職員の姿勢を伝えるとともに全力

で守る手立てを考え、心のケアに努める。また、教職員や保護者等、誰にでも

相談してもよいことを周知する。 

周りの児童生徒からの訴えには・・・ 

「よく言ってきたね。」とその勇気ある行動を称え、情報の発信元は絶対に明

かさないことを伝え、安心感を与える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめは大人が気付きにくく判断しにくい形で行われることを認識し、ささ

いな兆候であっても、いじめではないかとの疑いをもって、早い段階から的確

に関わりをもち、積極的にいじめを認知することが必要です。また、児童生徒

が日頃から気軽に相談できる環境や体制づくりも大切です。 

３ いじめの早期発見の取組 

＜児童生徒が相談しやすい環境づくり＞（児童生徒からの早期発信のために） 

 

＜学校が実施する具体的な取組＞（早期発見） 

 
① 毎月実施の「きずなアンケート」や教育委員会が年１回実施する「心のアン

ケート」及び教育相談の実施によるいじめの実態把握 

 

② いじめについて児童生徒や保護者が、校内で相談できる場所や教職員等につ

いての周知徹底 

 

③ 児童生徒・保護者・地域等への来所や電話・メール・ＬＩＮＥ等による相談

窓口の周知 

 

④ 教職員による日常的な児童生徒の観察、生活ノート等を活用した交友関係や

悩みの把握 

 

⑤ 全職員による児童生徒の心身の状況に配慮した健康観察、養護教諭との連携 

 

⑥ 「いじめのサイン発見シート」の活用 

－４－ 
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４ いじめ対応の流れ  参考資料  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

本人からの訴え（早期発信） 保護者、地域からの情報 

 
児童生徒からの報告 関係機関からの連絡 

 

○事実関係の確認  ○対応、指導方針の確認 

○関係機関との連携 ○情報の整理・記録・共有  

○役割分担の確認   

教
育
委
員
会 

関
係
機
関 

「継続した支援と指導」「再発防止」 

 

いじめ防止等対策委員会 

いじめの発見 

早 期 発 見 

迅 速 な 対 応 

（管理職への報告・相談） 

 
＜保護者との連携＞ 

○事実関係の報告 

○教育相談の実施 

＜加害児童生徒＞ 

○事実関係の把握、確認 

○いじめ行為の制止  

＜被害児童生徒＞ 

○事実関係の把握、確認 

○安全確保 

○心のケア 

＜被害児童生徒＞ 
○家庭訪問等により、その日のうち

に保護者に事実関係を伝える。 

○徹底して守り通す。 

○心のケア。  

 

＜加害児童生徒＞ 

○十分に話を聞き、児童生徒の背景 

にも目を向ける。 

○いじめは、許されない行為である 

ことを理解させる。 

 

＜周りの児童生徒＞ 
○毅然とした姿勢を、学級・学年・ 

学校全体に示す。 

○傍観する行為もいじめで被害者を

深く傷つけていることを認識させ

る。 

＜被害・加害児童生徒の保護者＞ 

 ○いじめ発生に対する謝罪及び 

事実関係を説明する。 

 ○保護者の要望等を聞き、今後の 

対応方針を確認する。 

 ○話し合いの場を設定し、教職員

が必ず同席する。 

 

＜周りの児童生徒の保護者＞ 

 ○必要に応じて、学級懇談会等で 

  事実経過について説明する。 

校  内 

 

保 護 者 
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（件） （件） （校） （％）

1 札幌市 9,003 64.1 312 100.0

2 仙台市 12,271 152.3 190 99.0

3 さいたま市 1,350 13.1 167 99.4

4 千葉市 2,488 34.9 167 100.0

5 川崎市 4,861 44.6 176 98.3

6 横浜市 7,606 28.7 507 99.2

7 相模原市 1,146 22.4 107 100.0

8 新潟市 13,652 232.2 169 99.4

9 静岡市 2,392 50.3 130 100.0

10 浜松市 3,230 51.0 147 100.0

11 名古屋市 5,175 29.6 390 98.7

12 京都市 2,490 26.7 252 100.0

13 大阪市 21,983 124.0 441 99.8

14 堺市 4,317 67.6 137 97.9

15 神戸市 7,567 66.0 263 100.0

16 岡山市 2,448 45.1 130 100.0

17 広島市 3,751 37.2 215 100.0

18 北九州市 1,967 28.1 200 100.0

19 福岡市 2,747 21.8 225 100.0

20 熊本市 3,221 52.1 139 100.0

113,665 56.1 4,464 99.6

94,935 46.7 4,473 99.5

参考資料４

いじめの認知件数（政令市比較）

合計

令和２年度

出典：令和3年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果

認知件数
1,000人当たりの

認知件数
アンケート調査
実施学校数

アンケート調査
実施率

-6-



-7-



-8-



-9-



熊本市には次のような相談機関があります。相談内容に応じて機関をお選びいただき、ご相談くだ

さい。熊本市以外の相談機関等も紹介いたしますので、ご活用ください。 

令和５年度(２０２３年度)  相談機関一覧       熊本市教育委員会 

【市の相談機関】 
 

○学校教育全般に関する相談 

学校
がっこう

教育
きょういく

コンシェルジュ 

（教 育
きょういく

相談
そうだん

室
しつ

内
ない

） 

電話 

メール 

面談 

月～金 10:00～18:00 

（土日祝日、年末年始を除く） 

０９６－３６２－７１７１ 

7171con@city.kumamoto.kumamoto.jp 

 

〇全般的な悩み相談 

こころの悩
なや

み相談
そうだん

＠ 

熊本連携
れんけい

中枢
ちゅうすう

都市
と し

圏
けん

 
ＬＩＮＥ 火、日 18:00～22:00 

 
〇こども人権・権利に関する相談 

こどもホットライン 
電話 

メール 

月～金 10:00～18:00 

(土日祝日、年末年始を除く) 

０７０－３３６７－９３３０ 

kodomohotline@city.kumamoto.lg.jp 

 

○子ども・若者に関するあらゆる相談 

こども・若者
わかもの

 

総合
そうごう

相談
そうだん

センター 

（ウェルパルくまもと２階） 

電話 

メール 
月～金 8:30～21:00 

０９６－３６１－２５２５ 
kodomosougousoudan@city.kumamoto.lg.jp 面接 

(予約優先) 
月～金 8:30～17:15 
（土日祝日、年末年始を除く） 

 

○子ども・家庭に関する相談 

熊本市児童
じ ど う

家庭
か て い

支援
し え ん

 

センターアグリ 

（熊本乳児
にゅうじ

院
いん

） 

電話 24時間 年中無休 

０９６－２２７－６８２４ 面接 

（要予約） 
月～金 ９：００～18：00 
（土日祝日、年末年始を除く） 

 

○発達や就学、いじめや不登校などに関する相談 

教育
きょういく

相談室
そうだんしつ

 
（あいぱるくまもと２階） 

来所 
（予約制） 

月～金 9:30～15:45 
（土日祝日、年末年始は除く） 

０９６－３６２－７０７０ 

総合
そうごう

支援課
し え ん か

 

 
電話・来所 月～金 8:30～17:15 ０９６－３２８－２７４３ 

 

■不登校児童生徒の相談・支援機関について 

不登校児童生徒の支援について / 熊本市ホームページ (city.kumamoto.jp)   
 

 

 

○虐待についての相談 

中央区
ちゅうおうく

保健
ほ け ん

こども課
か

 電話・来所 

月～金 8:30～17:15 

（祝日は除く） 

０９６－３２８－２４１９ 

東区
ひがしく

保健
ほ け ん

こども課
か

 電話・来所 ０９６－３６７－９１３０ 

西区
に し く

保健
ほ け ん

こども課
か

 電話・来所 ０９６－３２９－６８３８ 

南区
みなみく

保健
ほ け ん

こども課
か

 電話・来所 ０９６－３５７－４１３５ 

北区
き た く

保健
ほ け ん

こども課
か

 電話・来所 ０９６－２７２－１１０４ 
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○養育上の悩みや非行・虐待などに関する相談 

熊本市
くまもとし

児童
じ ど う

相談所
そうだんしょ

 
（あいぱるくまもと３階） 

電話・来所 
月～金 8:30～17:15 
（土日祝日、年末年始を除く） 

０９６－３６６－８１８１ 

 

○発達に関する相談 

こども発達
はったつ

支援
し え ん

センター 
（ウェルパルくまもと２階） 

電話・来所 
月～土 8:30～17:15 

（土曜は電話相談のみ） 

（日曜祝日、年末年始を除く） 

０９６－３６６－８２４０ 

○発達障がいに関する相談 

発達
はったつ

障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

 

センターみなわ 
（ウェルパルくまもと２階） 

電話・来所 

（予約制） 
月～金 8:30～17:15 
（土日祝日、年末年始を除く） 

０９６－３６６－１９１９ 

０９６－３６６－１９００（FAX） 

○思春期の心の悩みなどに関する相談 

こころの健康
けんこう

センター 
（ウェルパルくまもと３階） 

電話・来所
（予約制） 

月～金 9:00～16:00 
（土日祝日、年末年始を除く） 

０９６－３６２－８１００ 

○ひきこもりに関する相談（おおむね１０代～） 

ひきこもり支援
し え ん

センターりんく 
（ウェルパルくまもと３階） 

電話・来所
（予約制） 

月～金 9:00～16:00 
（土日祝日、年末年始を除く） 

０９６－３６６－２２２０ 

【その他の相談機関】 
○いじめ問題や子どものＳＯＳ全般 

熊本県
くまもとけん

２４時間
じ か ん

子
こ

どもＳＯＳダイヤル ２４時間 
０１２０－０－７８３１０(なやみいおう) 

※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはつながりません 

○思春期の発育や健康、心の悩みなどに関する相談 

熊本
くまもと

こころの電話
で ん わ

 

（熊本県
くまもとけん

精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

協会
きょうかい

） 
11:00～18:30（年中無休） ０９６－２８５－６６８８ 

○子どもの犯罪被害や非行などに関する相談 

肥後
ひ ご

っ子
こ

テレホン 

（熊本
くまもと

県警
けんけい

本部
ほんぶ

肥後っ子サポートセンター） 
月～金 8:30～17:15 

０１２０－０２－４９７６ 

携帯電話からは０９６－３８４－４９７６ 

○全般的な悩み相談 

子
こ

どもの人権
じんけん

１１０
ばん

番 
月～金 8:30～17:15 

（時間外は留守電対応） 
０１２０－００７－１１０ 

(フリーダイヤル) 

子
こ

どもの人権
じんけん

SOS－eメール 

（熊本
くまもと

地方
ち ほ う

法務局
ほうむきょく

人権
じんけん

擁護課
よ う ご か

） 
２４時間受付 https://www.jinken.go.jp/kodomo 

熊本
くまもと

いのちの電話
で ん わ

 

２４時間（年中無休） ０９６－３５３－４３４３ 

毎日       16:00～21:00 

毎月10日 8:00～翌日8:00 
０１２０－７８３－５５６(フリーダイヤル) 

法務
ほ う む

少年
しょうねん

支援
し え ん

センターくまもと 

（熊本
くまもと

少年
しょうねん

鑑別所
かんべつしょ

） 
月～金 

9:00～12:15 

13:00～17:00 
０９６－３２５－４７００ 

こころの悩み相談＠熊本県 
＊学校配布のタブレットからのログイン

も可能です 

月・水・金 

18:00～22:00 

ＬＩＮＥでの相談 

 

タブレットでの相談 

 

 

令和５年４月現在 
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こどもの権利サポートセンター設置準備状況について

１．目的

こどもの権利を守ることを目的として、学校内外問わず、こどもの権利擁護に係るすべ

ての事案の相談を受け、解決に取り組む「こどもの権利サポートセンター」の開設準備を

行う。

２．役割・機能

学校や教育委員会とは別に相談ルートを複線化し、気軽に相談できる体制を整備すると

ともに、学校などの関係機関と連携し、権利侵害事案の解決に取り組む。

６月補正予算の概要（事業費：17,400千円）

⚫ 地域におけるいじめ防止対策の体制構築を目的として、「学校外である市長部局からのアプローチによる

いじめ解消の仕組みづくりに向けた手法の開発実証事業」を実施。

⚫ 実証成果や課題を、サポートセンターの体制や運用等に反映させていく。

独立性・中立性 ➡ 学校内のいじめ等の権利侵害事案に対して、学校や教育委員会と異なる立場で対応

即応性・専門性 ➡ 弁護士、福祉等の人材を配置し、権利侵害対応部署として迅速に対応

相談の容易性 ➡ 電話やメールだけでなく、児童生徒のタブレットを活用するなど幅広く事案を把握

(1)こども家庭庁のいじめに係る実証事業の受託【15,470千円】

(2)こどもホットライン運営等経費【1,930千円】 ※広報・消耗品費・電話代等

令和5年６月厚生分科会説明資料

取組① 児童生徒タブレットに導入されるSOS支援ツールの拡充による相談の容易性の向上

取組② 法曹関連人材によるいじめ原因の調査究明、早期解決、再発防止及び法律相談の実施

取組③ 地域やNPO法人等と連携したいじめ対応（相談体制構築など）

報告資料

-12-


